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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的リストを表示する方法であって、
　取得モジュールによって、アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報
アイテムラベルとを取得するステップであって、前記情報アイテムは、アイテムの１又は
複数の属性を備える、ステップ（Ｓ２０）と；
　照合モジュールによって、前記アカウントのコンテンツの統計分析に基づいて、前記ア
カウントにアカウントラベルを追加し、前記情報アイテムラベルを前記アカウントに追加
されたアカウントラベルと照合するステップ（Ｓ２１）と；
　表示モジュールによって、前記アカウントラベルと同じラベルを有する照合された情報
アイテムを含む前記動的リストを表示するステップと（Ｓ２２）；を備え、
　前記動的リストを表示するステップは、
　前記動的リストに対してなされたスクロール操作が検出されると、前記動的リスト内の
前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムを、個別に表示
するステップ（Ｓ２２１）を備え、
　前記動的リスト内の前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報ア
イテムを個別に表示するステップは、
　前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムが前記動的リ
ストの上層に表示されるよう、前記動的リスト内の前記アカウントラベルと同じラベルを
有する前記照合された情報アイテムを階層表示するステップを備え、
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　前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムが前記動的リ
ストの前記上層に表示されるよう、前記動的リスト内の前記アカウントラベルと同じラベ
ルを有する前記照合された情報アイテムを階層表示するステップは、
　前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムが画面へスク
ロールされると、前記照合された情報アイテムが前記アカウントラベルと同じラベルを有
する第１の情報アイテムであるかどうかを特定するステップ（Ｓ３０３）と；
　前記動的リストの前記上層に表示層をロードし、前記照合された情報アイテムが前記ア
カウントラベルと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムである、と特定された場合
に、前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムを前記表示層に
表示するステップ（Ｓ３０４）と；を備える、
　動的リストを表示する方法。
【請求項２】
　前記動的リストを表示するステップは、
　前記動的リスト内の、前記アカウントラベルと同じ前記情報アイテムラベルを表示する
ステップ（Ｓ２２２）を備える、
　請求項１に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項３】
　前記動的リストに対してなされた前記スクロール操作が検出されると、前記動的リスト
内の前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムを、個別に
表示するステップは、
　前記画面上で前記動的リストを連続的にスクロールする操作、又は、前記画面上で前記
動的リストを連続的にドラッグする操作を検出するステップと；
　前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムを個別に表示
するステップと；を備える、
　請求項１に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項４】
　前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムを個別に表示
するステップは、
　前記動的リストの表示輝度を制御することで、前記アカウントラベルと同じラベルを有
する前記照合された情報アイテムの表示輝度を別の情報アイテムの表示輝度よりも高くす
るステップを備える、
　請求項１に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項５】
　前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムが前記動的リ
ストの前記上層に表示されるよう、前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合
された情報アイテムと前記動的リストとを階層表示するステップは、
　前記アカウントラベルと同じラベルを有する別の情報アイテムが前記画面にスクロール
された場合に、前記表示層がいっぱいであるかどうかを特定するステップと；
　前記表示層がいっぱいである場合には前記表示層にて情報アイテムをスクロールするよ
うに制御して、前記表示層に入力されている最初の情報アイテムを前記表示層の外へスク
ロールし、前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記別のアイテムを前記表示層内
へスクロールするステップと；を更に備える、
　請求項１に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項６】
　前記アカウントラベルは、サーバ、又は、ユーザにより追加される、
請求項１に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項７】
　前記アカウントに対応する前記動的リスト内の前記情報アイテムと、前記情報アイテム
ラベルとを取得する前記ステップは：
　ローカルにログインする第１のアカウントにフォローされた第２のアカウントによって
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投稿された情報アイテムと、コンテンツ又は前記情報アイテムの属性に基づいてサーバに
より前記情報アイテムに追加されたラベルとを取得するステップを備える、
　請求項１に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項８】
　前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムを含む前記動
的リストを表示する前記ステップは：
　前記動的リスト内の情報として、前記アカウントラベルと同じラベルを有する照合され
た前記情報アイテムを表示するステップを備える、
　請求項１に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項９】
　前記アイテムの前記１又は複数の属性は、価格、場所及び商品カテゴリを含む、
　請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項１０】
　前記動的リストを表示するステップは、
　前記動的リストに対してなされた前記スクロール操作が検出されると、前記動的リスト
内の前記アカウントラベルと同じラベルを有する前記照合された情報アイテムをハイライ
ト表示するステップを備える、
　請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の動的リストを表示する方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の方法を実行するように構成された、動
的リストを表示するための端末デバイス。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１６年６月７日出願の「動的リストを表示する方法、デバイス、装置及び
システム」と題する中国特許出願第２０１６１０４０３６２５．１号に対する優先権を主
張し、その全体を参照により本明細書に組み込む。
【０００２】
　本願はインターネット技術の分野に関し、特に、動的リストを表示する方法、デバイス
、装置及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　現在、多くのインターネット製品がサブスクリプション機能を備えている。ユーザがイ
ンターネット製品を契約すると、ユーザが閲覧できる動的リストが生成される。様々なユ
ーザの動的リストはユーザごとに異なる。加えて、異なるユーザが同じコンテンツに関心
を持っていたとしても、その同じコンテンツに対する重みは、人によって異なる。異なる
ユーザが加入するコンテンツをどのようにしてもっと上手く選択するかは重要である。
【０００４】
　インターネット製品（例えば、ウェブサイト又はアプリケーションプログラム）では、
各ユーザアカウントの後に多くの他のアカウントが続くことができる。よって、ユーザア
カウントの動的リストは多くのコンテンツアイテムを含むことができ、コンテンツアイテ
ムは最新の更新時刻に基づいて常に更新され、リスト化される。ユーザは関心のあるコン
テンツアイテムを多数のコンテンツアイテムの中から検索する必要があるかもしれない。
この検索するプロセスは遅くなる可能性があり、ユーザが好みのコンテンツを取得する効
率は悪い。
【発明の概要】
【０００５】
　本願の実施は、ユーザが動的リストを閲覧するときに好みのコンテンツを取得する効率
が悪化するという、既存技術における技術的課題を解決するために、動的リストを表示す
る方法、デバイス、装置、及びシステムを提供する。
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【０００６】
　本願の実施は、動的リストを表示する方法を開示し、この方法は：アカウントに対応す
る動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテムラベルとを取得するステップと；前記情
報アイテムラベルをアカウントラベルと照合するステップと；前記アカウントと同じラベ
ルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実行するステップと；を含む。
【０００７】
　本願の実施は、動的リストを表示する装置を開示し、この装置は：アカウントに対応す
る動的リスト内の情報アイテムと情報アイテムラベルとを取得するように構成された取得
モジュールと；前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合するよう構成された照
合モジュールと；前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対し
て所定の表示処理をするように構成された表示モジュールと；を含む。
【０００８】
　本願の実施はさらに、プロセッサと、前記プロセッサにより実行され得る命令を格納す
るよう構成されたメモリとを含む端末デバイスを提供する。前記プロセッサにより実行さ
れ得る前記命令は：アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテム
ラベルとを取得する命令と；前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合する命令
と；前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示
処理を実行する命令と；を含む。
【０００９】
　本願の実施はさらに、プロセッサと通信構成部とを含むモバイルデバイスを提供する。
前記プロセッサは前記通信構成部に接続している。前記通信構成部は、アカウントに対応
する動的リスト内の情報アイテムと情報アイテムラベルとを取得するよう構成される。前
記プロセッサは、前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、前記アカウント
と同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処理をするように構
成される。
【００１０】
　本願の実施はさらに、プロセッサとネットワークアダプタとを含むコンピュータデバイ
スを提供する。前記プロセッサは前記ネットワークアダプタに接続している。前記ネット
ワークアダプタは、アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテム
ラベルとを取得するよう構成される。前記プロセッサは、前記情報アイテムラベルをアカ
ウントラベルと照合し、前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテム
に対して所定の表示処理をするように構成される。
【００１１】
　本願の実施はさらに、交通手段において用いられ組み込み型プロセッサと組み込み型通
信装置を含む端末デバイスを提供する。前記組み込み型プロセッサは、前記組み込み型通
信装置に接続している。前記組み込み型通信装置は、アカウントに対応する動的リスト内
の情報アイテムと情報アイテムラベルとを取得するように構成される。前記組み込み型プ
ロセッサは、情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、前記アカウントと同じラ
ベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処理をするよう構成される。
【００１２】
　本願の実施はさらに、処理構成部と入力構成部とを含むユーザインターフェースシステ
ムを提供する。前記処理構成部は前記入力構成部に接続している。前記入力構成部は、ア
カウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテムラベルとを取得するよ
うに構成される。前記処理構成部は、情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、
前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処理
をするように構成される。
【００１３】
　本願の各実施で用いられる少なくとも１つの先の技術的解決策は、有益な以下の効果を
奏する、すなわち、情報アイテムと情報アイテムラベルとが取得され、情報アイテムラベ
ルは、ローカルアカウントのラベルと照合され、アカウントと同じラベルを有する、照合
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された情報アイテムに対して表示処理がなされ、よって、ユーザは好みのコンテンツを素
早く閲覧できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　ここでは、本願の更なる理解に資するよう、本願の一部を構成する添付図面を用いる。
本願の実施の例及び実施の説明を用いて本願を説明するが、これらは、本願の適切でない
限定を構成するものではない。
【００１５】
【図１】図１は、本願の実施に係る、動的リストを表示するシステムを示すブロック図で
ある。
【００１６】
【図２】図２は、本願の実施に係る、情報アイテムラベルとユーザアカウントのラベルと
の照合、及び、ユーザアカウントと同じラベルを有する情報のマーキングを示す概略図で
ある。
【００１７】
【図３】図３は、本願の実施に係る、マーキングされた情報アイテムをハイライト表示す
るステップを示す概略図である。
【００１８】
【図４】図４は、本願の実施に係る、マーキングされた情報アイテムと動的リストとの階
層表示を示すフローチャートである。
【００１９】
【図５】図５は、本願の実施に係る、マーキングされた情報アイテムと動的リストとの階
層表示を示す概略図である。
【００２０】
【図６】図６は、本願の実施に係る、情報アイテムラベルとユーザアカウントのラベルと
を照合し、ユーザアカウントと同じラベルを有する情報アイテムを選択するステップとを
示す概略図である。
【００２１】
【図７】図７は、本願の実施に係る、動的リストを表示する方法を示すフローチャートで
ある。
【００２２】
【図８】図８は、本願の実施に係る、動的リストを表示する別の方法を示すフローチャー
トである。
【００２３】
【図９】図９は、本願の実施に係る、動的リストを表示する別の方法を示すフローチャー
トである。
【００２４】
【図１０】図１０は、本願の実施に係る、動的リストを表示する装置を示すブロック図で
ある。
【００２５】
【図１１】図１１は、本願の実施に係る、端末デバイスを示すブロック図である。
【００２６】
【図１２】図１２は、本願の実施に係る、モジュールデバイスを示すブロック図である。
【００２７】
【図１３】図１３は、本願の実施に係る、コンピュータデバイスを示すブロック図である
。
【００２８】
【図１４】図１４は、本願の実施に係る、交通手段で用いられる端末デバイスを示すブロ
ック図である。
【００２９】
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【図１５】図１５は、本願の実施に係る、ユーザインターフェースシステムを示す概略図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本願の目的、技術的解決策及び利点を、より明瞭にするために、本願の特定の実施及び
対応する添付図面を参照しつつ、本願の技術的解決策を明瞭且つ包括的に以下説明する。
説明する実施は、本願の全ての実施ではなく、そのいくつかであることは明らかである。
本願の実施に基づいて当業者により創造的な努力なく得られるその他全ての実施は、本願
の保護範囲に含まれる。
【００３１】
　本願の実施により提供される技術的解決策を、添付図面を参照しつつ詳細に以下説明す
る。
【００３２】
　本願の実施では、ラベルが、ユーザアカウントによって投稿された情報アイテム及びユ
ーザアカウントに付加される。動的リストをリフレッシュする場合、端末デバイスが、ロ
ーカルにログインした第１のアカウントにフォローされた第２のアカウントにより投稿さ
れた情報アイテムと、情報アイテムラベルとを取得して、情報アイテムラベルを第１のア
カウントのラベルと照合（マッチ）する。同じラベルが存在する場合には、その同じラベ
ルは第１のアカウントと同じラベルを持つ情報アイテムをマーキングするために用いられ
、情報アイテムを個別に表示することもできる。例えば、ハイライト表示方法又は階層表
示方法を用いて表示する。これにより、情報アイテムは第１のアカウントと同じラベルに
よってマーキングされるので、ユーザは動的リストを閲覧する時に、好みのコンテンツを
より迅速に閲覧できる。
【００３３】
　図１は、本願の実施に係る、動的リストを表示するシステムを示す。このシステムは端
末デバイス１１とサーバ１２とを含む。
【００３４】
　ユーザは、端末デバイス１１又はオープンウェブページで実行中のアプリケーションプ
ログラムにおいて、ユーザアカウントを用いてログイン操作を行う。このユーザアカウン
トが別のユーザアカウントをフォロー（Ｆｏｌｌｏｗ）している場合、それらのユーザア
カウントの間にはマッピング関係が存在する。１つのユーザアカウントは複数の他のユー
ザアカウントをフォローすることができ、各ユーザアカウントは複数の他のユーザアカウ
ントからフォローされることもできる。本願のこの実施では、端末デバイス１１がログイ
ンするユーザアカウントを、第１のアカウントと呼び、第１のユーザアカウントがフォロ
ーする他のユーザアカウントを総称して、第２のアカウントと呼ぶ。
【００３５】
　ユーザアカウント間のマッピング関係はサーバ１２上に格納される。端末デバイス１１
は、第１のアカウントがフォローする第２のアカウントのリストをローカルに格納し、サ
ーバ１２を用いてこのリストを更新し、これを維持する。
【００３６】
　端末デバイス１１は、モバイルフォン、コンピュータ、デジタル配信端末デバイス、メ
ッセージトランシーバデバイス、ゲーム機、タブレットデバイス、医療デバイス、フィッ
トネスデバイス、携帯情報端末等であってよく、サーバ１２は、開発者、ウェブサイト運
営者、又はアプリケーションプログラムにより提供されるサーバデバイスであってよい。
【００３７】
　ユーザが第１のアカウントを用いて端末デバイス１１でログイン操作を行うと、アプリ
ケーションプログラム又はブラウザインターフェースにおいて動的リストを表示できる。
動的リストは、第１のアカウントがフォローする第２のアカウントによって投稿された情
報アイテムを表示するために用いられる。
【００３８】
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　サーバ１２は、更に、ラベルライブラリを維持する。ラベルライブラリは複数のラベル
を、直接含むことができる。或いは、ラベルライブラリは複数のラベルタイプを含み、各
々のラベルタイプが複数のラベルを更に含むこともできる。
【００３９】
　第２のアカウントを用いるユーザは別の端末デバイス１１を用いて新たな情報アイテム
を投稿し、この新たに投稿された情報アイテムがサーバ１２にアップロードされる。サー
バ１２は、新たに投稿された情報アイテム内のコンテンツを解析してこの情報アイテムに
対応するラベルを特定する。例えば、サーバ１２は情報アイテム内のテキストコンテンツ
に意味解析を実行し、解析結果に基づいて、情報アイテムに付加するラベルを照合する。
サーバ１２は、更に、情報アイテム内の画像に特徴識別を実行して画像のコンテンツを特
定でき、更に、情報アイテムに付加するラベルを取得できる。加えて、サーバ１２は、更
に、情報アイテムの属性情報に基づいて、情報アイテムに対応するラベルを特定できる。
例えば、情報アイテムは、価格、場所、商品カテゴリのなどの属性を含み、この属性情報
に基づいて、対応するラベルを情報アイテムに付加できる。
【００４０】
　第２のアカウントにより投稿された情報アイテムへラベルを付加した後、サーバ１２は
、ユーザアカウント間の格納されたマッピング関係に基づき、第２のアカウントにより投
稿された情報アイテムと付加されたラベルとを、第２のアカウントをフォローする第１の
アカウントが位置する端末デバイス１１にプッシュする。
【００４１】
　第１のアカウントが位置する端末デバイス１１が動的リストをリフレッシュするとき、
端末デバイス１１は、第２のアカウントにより投稿された情報アイテムと、この情報アイ
テムのラベルとを取得する。動的リストをリフレッシュするために、端末デバイス１１は
、端末デバイス１１がサーバ１２へ通信可能に接続しているとき、サーバ１２からの動的
リストデータを定期的に要求できる。あるいは、端末デバイス１１は、端末デバイス１１
上でのユーザの操作に基づき、サーバ１２からの動的リストデータを要求する。例えば、
端末デバイス１１は、ユーザが動的リストを下方へドラッグしたことを検出すると、サー
バ１２からの最新の動的リストデータを要求する。
【００４２】
　端末デバイス１１は、情報アイテムが第１のアカウントと同じラベルを有するかどうか
を特定するために、情報アイテムのラベルと第１のアカウントのラベルとを照合する。
【００４３】
　ユーザアカウントラベルはサーバ１２によって付加できる。サーバ１２がユーザアカウ
ントに付加するラベルと、サーバ１２が情報アイテムに付加するラベルとは、これら両ラ
ベルが確実に且つ正確に照合できるよう、同一のラベルライブラリからのラベルであって
よい。両ラベルが異なるラベルライブラリからのラベルである場合、異なるラベルライブ
ラリ間のマッピング関係を更に確立して照合を正常に実行できることを確保する必要があ
る。サーバ１２は、各ユーザアカウントの閲覧動作に統計解析を実行し、そのユーザアカ
ウントで頻繁に閲覧又は検索されるコンテンツを特定し、このコンテンツに基づいてユー
ザアカウントに付加するラベルを特定できる。よって、各ユーザアカウントの好みのコン
テンツを解析でき、ユーザアカウントの好みのコンテンツに基づいてユーザアカウントへ
ラベルを付加できることで、ユーザアカウントにとっての好みの情報アイテムをそのユー
ザアカウントにマッチングすることが可能になる。
【００４４】
　ユーザは、ユーザアカウントラベルを付加できる。端末デバイス１１上で実行中のアプ
リケーションプログラム又はウェブページクライアントソフトウェアも、サーバ１２に対
応するラベルライブラリを設定でき、ユーザは、ユーザアカウントに付加するラベルを特
定する選択操作を端末デバイス１１上で実行する。よって、ユーザはラベル選択権を持つ
ことができ、ユーザは、自分で使うアカウントラベルを特定することで、ユーザの権利を
より尊重させることができる。
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【００４５】
　図２に示すように、ラベル１及びラベル２が、ユーザアカウントＡにより投稿された情
報アイテムに付加されている。ユーザアカウントＢ及びユーザアカウントＣの両方がユー
ザアカウントＡをフォローしており、サーバが、ユーザアカウントＢ及びユーザアカウン
トＣが位置する端末デバイスへ情報アイテムを配信する。ラベル１がユーザアカウントＢ
に付加され、ラベル２がユーザアカウントＣに付加される。ユーザアカウントＢが位置す
る端末デバイスは、同じラベル１について、情報アイテムのラベルをユーザアカウントＢ
のラベルと照合する。ユーザアカウントＣが位置する端末デバイスは、同じラベル２につ
いて、情報アイテムのラベルをユーザアカウントＣのラベルと照合する。情報アイテムと
ユーザアカウントの同じラベルが動的リストに表示され、対応する情報アイテムが、照合
された同じラベルでマーキングされる。図２のｂに示すように、ユーザアカウントＢはラ
ベル１を有し、ユーザアカウントＢの動的リスト中の第２の情報アイテムと第６の情報ア
イテムはラベル１を有する。この場合、ラベル１が、第２の情報アイテム及び第６の情報
アイテムの位置に表示され、ユーザアカウントＢと同じラベルを有する情報アイテムは、
同じラベル１でマーキングされている。図２のｃに示すように、ユーザアカウントＣはラ
ベル２を有し、ユーザアカウントＣの動的リスト中の第３の情報アイテムと第４の情報ア
イテムは同じラベル２を有する。この場合、ラベル２が第３の情報アイテム及び第４の情
報アイテムの位置に表示され、ユーザアカウントＣと同じラベルを有する情報アイテムは
、同じラベル２でマーキングされている。
【００４６】
　よって、情報アイテムは照合された同じラベルでマーキングされるため、端末デバイス
１１のユーザは、自分にとっての好みのコンテンツを、ラベルを識別することによって探
すことができる。
【００４７】
　実施において、端末デバイス１１は、更に、第１のアカウントと同じラベルを有する情
報アイテムを個別に表示できる。以下の各方法を用いて情報アイテムを個別に表示すべき
どうかを特定する。
【００４８】
　Ａ１：動的リストに対するユーザの対話（インタラクション）方法に基づいて、第１の
アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するかどうかを特定する。
【００４９】
　ユーザがタッチ画面で対話をする場合、端末デバイス１１は、画面に表示された動的リ
ストを連続的にドラッグする操作を検出すると、第１のアカウントと同じラベルを有する
情報アイテムを個別に表示する。例えば、端末デバイス１１は、ユーザが、動的リストを
２度連続的に上方へドラッグしたことを検出する。
【００５０】
　或いは、ユーザが端末デバイス１１のキー、キーボード、マウス等の外部デバイスイン
ターフェースを用いて対話をする場合、画面に表示される動的リストを連続的にスクロー
ルする操作を端末デバイス１１が検出すると、端末デバイス１１は、第１のアカウントと
同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示する。例えば、ユーザが端末デバイスの方
向キーを使って動的リストを連続的にスクロールすることを検出した場合に、又は、キー
ボードの方向キー若しくはマウスのスクロールホイールを使って連続的にスクロールする
ことを検出した場合に、端末デバイスは第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイ
テムを個別に表示する。
【００５１】
　先に述べた各対話方法は、ユーザが動的リスト中の情報アイテムを素早く閲覧したいこ
とを示し、第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムが個別に表示されること
で、ユーザがこの素早い閲覧プロセスで好みのコンテンツをより正確に閲覧できるように
なる。
【００５２】
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　Ａ２：第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するかどうか
を、情報アイテムが画面上で表示される位置に基づいて特定する。
【００５３】
　動的リストの情報アイテムを、ユーザの操作に応答してスクロールすることができる。
第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムがロードされ、動的リストに表示さ
れると、情報アイテムの表示位置が現在の動的リストの第１のエントリ内に位置している
かどうかが特定される。情報アイテムの表示位置が現在の動的リストの第１のエントリ内
に位置している場合、情報アイテムが個別に表示される。
【００５４】
　或いは、画面上に表示範囲が予め特定されており、この表示範囲はユーザの視覚的習慣
に基づいて特定された範囲であり、ユーザはこの範囲を、直接、見ることができる。例え
ば、この範囲は画面の上方部である、又は、この範囲は、画面の高さと、動的リスト中の
各情報アイテムの高さとに基づいて特定される。例えば、画面に全６個の情報アイテムを
表示できる場合、最初の４個の情報アイテムが上から下まで位置する表示範囲が所定の表
示範囲として用いられる。第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムがロード
され、動的リストに表示されている場合、情報アイテムの表示位置が所定の表示範囲内に
入るかどうかが特定される。情報アイテムの表示位置が所定の表示範囲内に入る場合、そ
の情報アイテムは個別に表示される。或いは、情報アイテムの表示位置が所定の表示範囲
の外にある場合、次の情報アイテムが所定の表示範囲へ上方に移動できるようにロードさ
れ、その後、次の情報アイテムが個別に表示される。
【００５５】
　この方法では、第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムが、ユーザが閲覧
できる表示範囲内に位置する場合、この情報アイテムは個別に表示されて、ユーザは好み
のコンテンツを閲覧できる。
【００５６】
　加えて、情報アイテムを個別に表示するかどうかを、対話方法と情報アイテムの表示位
置とに基づいて特定する各方法を組み合わせることができる。言い換えれば、動的リスト
を迅速に閲覧するユーザの操作が検出され、第１のアカウントと同じラベルを有する情報
アイテムが所定の表示範囲内に位置する場合に、第１のアカウントと同じラベルを有する
情報アイテムが個別に表示される。
【００５７】
　情報アイテムを、以下の方法で個別に表示できる。
【００５８】
　Ｂ１：第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムをハイライト表示する。
【００５９】
　第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムの表示輝度を上げるために、又は
、第１のアカウントと同じラベルを有さない情報アイテムの表示輝度を下げるために、又
は、この両方を実行するために、動的リストの表示輝度を制御する。
【００６０】
　よって、第１のアカウントと同じラベルでマーキングされた情報アイテムの表示輝度は
、別の情報アイテムの表示輝度よりも高い。図３に示すように、同じラベル１でマーキン
グされた第２の情報アイテム及び第６の情報アイテムがハイライト表示される。これによ
り、ユーザは、第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムを直感的に視認でき
る。
【００６１】
　Ｂ２：第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムと動的リストとを階層的に
表示する。
【００６２】
　第１のアカウントと同じラベルでマーキングされた情報アイテムは、元の動的リストか
ら抜け出て動的リストの上層に表示される。図４にこの処理を示す。
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【００６３】
　Ｓ３０１：情報アイテムを画面へスクロールする。
【００６４】
　Ｓ３０２：第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムがあるかどうかを特定
する。特定結果が肯定の場合、ステップＳ３０３を実行する。或いは、特定結果が否定の
場合、ステップ３０１を再び実行する。
【００６５】
　Ｓ３０３：情報アイテムが、第１のアカウントと同じラベルを有する第１の情報アイテ
ムであるかどうかを特定する。特定結果が肯定の場合、ステップＳ３０４を実行する。或
いは、特定結果が否定の場合、ステップＳ３０５を実行する。
【００６６】
　Ｓ３０４：別の表示層を動的リストの上層にロードし、最初にマーキングされた情報ア
イテムを、新たにロードされた表示層に表示し、ステップＳ３０１に戻る。
【００６７】
　Ｓ３０５：新たにロードされた表示層がいっぱいであるかどうかを特定する。特定結果
が否定の場合、ステップＳ３０６を実行する。或いは、特定結果が肯定の場合、Ｓ３０７
を実行する。
【００６８】
　Ｓ３０６：マーキングされた情報アイテムを、新たにロードされた表示層に表示し、ス
テップＳ３０１へ戻る。
【００６９】
　Ｓ３０７：新たにロードされた表示層にて情報アイテムをスクロールするように制御し
、新たにロードされた表示層に入力された最初の情報アイテムを表示層外へスクロールし
、マーキングされた情報アイテムを表示層内へスクロールして表示し、ステップＳ３０１
へ戻る。
【００７０】
　図５に示すように、新たにロードされた表示層２１は元の動的リスト２０の上層に位置
し、元の動的リスト２０内のユーザアカウントと同じラベルを有する第２の情報アイテム
と、第６の情報アイテムと、第８の情報アイテムとが表示層２１に表示されている。ユー
ザアカウントと同じラベルを有する情報アイテムがより多く画面へスクロールされるに従
って、表示層２１に表示される情報アイテムも次第に増える。表示層２１がユーザアカウ
ントと同じラベルを有する情報アイテムでいっぱいになると、表示層２１における情報ア
イテムリストもスクロールを開始する。
【００７１】
　新たにロードされた表示層がいっぱいであるかどうかは、情報アイテムの幅と新たにロ
ードされた表示層の幅とを用いて特定できる。例えば、画面上には最大１０個の情報アイ
テムを同時に表示でき、新たにロードされた表示層には９個の情報アイテムを同時に表示
できるとする。動的リストから新たにロードされた表示層へ抜け出た情報アイテムの数を
計算する。新たにロードされた表示層へ抜け出る情報アイテムの数が９個以上である場合
には、新たにロードされた表示層へ抜け出て表示される第１の情報アイテムが表示層の外
へスクロールできるように、及び、新たに抜け出る情報アイテムが表示層へスクロールし
て表示されるように、情報アイテムは新たにロードされた表示層にてスクロールを開始す
る。新たにロードされた表示層へ抜け出た情報アイテムの数が９個未満である場合、マー
キングされた情報アイテムは、新たにロードされた表示層に直ちに表示される。
【００７２】
　第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムが、動的リストから、新たにロー
ドされた表示層へ抜け出ることで、第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテム
が閲覧されるべく収集され、これにより、ユーザが好みのコンテンツをより迅速に閲覧で
きる。
【００７３】
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　Ｂ３：新たにロードされた表示層にて情報アイテムをハイライト表示するためにＢ１と
Ｂ２を組み合わせて、元の動的リストの表示輝度をこれに従って下げる。
【００７４】
　別の実施では、情報アイテムのラベルをユーザアカウントのラベルと照合した後に、動
的リスト内の情報アイテムは、照合したものと同じラベルに基づいてスクリーニングされ
、ユーザアカウントと同じラベルを有する情報アイテムが動的リスト内の情報として表示
される。図６のａに示すように、ラベル１とラベル２が、サーバ内のユーザアカウントＡ
により投稿された情報アイテムに付加される。ユーザアカウントＢ及びユーザアカウント
Ｃの両方がユーザアカウントＡをフォローしており、サーバは、ユーザアカウントＢとユ
ーザアカウントＣが位置している端末デバイスへ情報アイテムを配信する。ラベル１はユ
ーザアカウントＢに付加され、ラベル２はユーザアカウントＣに付加される。ユーザアカ
ウントＢが位置する端末デバイスが、同じラベル１について、情報アイテムのラベルをユ
ーザアカウントＢのラベルと照合する。ユーザアカウントＣが位置する端末デバイスが、
同じラベル２について、情報アイテムのラベルをユーザアカウントＣのラベルと照合する
。この場合、図６のｂに示すように、同じラベル１を有する情報アイテムのみがユーザア
カウントＢの動的リスト内に表示され、図６のｃに示すように、同じラベル２を有する情
報アイテムのみがユーザアカウントＣの動的リスト内に表示される。動的リスト内の情報
アイテムが、照合された同じラベルを用いてスクリーニングされ、ユーザアカウントに関
連するコンテンツが表示され、ユーザは、好みのコンテンツをより迅速に閲覧できる。
【００７５】
　先の説明に基づき、端末デバイス１１の観点から、本願の実施は動的リストを表示する
方法を提供する。図７に示すように、この方法は以下のステップを含む。
【００７６】
　Ｓ２０：アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテムラベルと
を取得する。
【００７７】
　Ｓ２１：情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合する。
【００７８】
　Ｓ２２：アカウントと同じラベルを有する照合された情報アイテムに所定の表示処理を
する。
【００７９】
　ステップＳ２２は、動的リスト内の情報アイテムとアカウントの同じラベルを表示する
（この同じラベルを用いて対応する情報アイテムをマーキングする）ステップと；動的リ
スト上で実行されたスクロール操作が検出された場合、アカウントと同じラベルを有する
情報アイテムを個別に表示するステップと；動的リスト内の情報として、アカウントと同
じラベルを有する情報アイテムを表示するステップと；を含む。これにより、ユーザは動
的リスト内で好みのコンテンツを迅速に探し出すことができる。
【００８０】
　実施において、ステップＳ２２は更に：情報アイテムとアカウントの同じラベルを動的
リストに表示するステップを含む。対応する情報アイテムを、照合された同じラベルでマ
ーキングして、ユーザが、好みのコンテンツを探し出すことができるようにする。
【００８１】
　実施において、ステップＳ２２は、以下のステップを更に含む。すなわち、図８に示す
ように、ステップＳ２２１において、動的リスト上で実行されたスクロール操作が検出さ
れた場合に、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが個別に表示される。
【００８２】
　スクロール操作が検出された場合、それは、ユーザが動的リストを閲覧していることを
示す。この場合、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが個別に表示されると、
ユーザは好みの情報アイテムを迅速に閲覧できる。
【００８３】
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　実施において、ステップＳ２２１は、更に：画面上で動的リストを連続的にスクロール
する操作、又は、動的リストを連続的にドラッグする操作を検出するステップと；アカウ
ントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するステップと；を含む。
【００８４】
　ユーザが素早いスクロール操作を実行することにより動的リストを迅速に閲覧したい場
合に、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが個別に表示されると、ユーザは好
みのコンテンツを迅速に閲覧でき、閲覧効率が向上する。
【００８５】
　実施において、ステップＳ２２１で情報アイテムを個別に表示するステップは、更に：
アカウントと同じラベルを有する情報アイテムの表示輝度が別の情報アイテムの表示輝度
よりも高くなるように、動的リストの表示輝度を制御するステップを含む。ユーザが最初
に閲覧したい情報アイテムが、表示輝度間の差によってプロンプト表示される。
【００８６】
　実施において、ステップＳ２２１で情報アイテムを個別に表示するステップは、更に：
アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが動的リストの上層に表示されるように、
アカウントと同じラベルを有する情報アイテムと動的リストとを階層的に表示するステッ
プを含む。
【００８７】
　これにより、アカウントと同じラベルでマーキングされた情報アイテムが動的リストか
ら抜け出ることで、ユーザはアカウントと同じラベルでマーキングされた情報アイテムに
注目できるようになる。
【００８８】
　実施において、上記階層的表示方法は、更に：アカウントと同じラベルを有する情報ア
イテムが画面へスクロールされるときに、その情報アイテムがアカウントと同じラベルを
有する第１の情報アイテムであるかどうかを特定し、情報アイテムがアカウントと同じラ
ベルを有する第１の情報アイテムである、と特定された場合に、動的リストの上層に別の
表示層をロードし、アカウントと同じラベルを有する第１の情報アイテムをこの表示層に
表示するステップと；動的リスト内のアカウントと同じラベルを有する別の情報アイテム
が画面へスクロールされるときに、表示層がいっぱいであるかどうかを特定し、表示層が
いっぱいであるときには、情報アイテムを表示層にてスクロールするように制御して表示
層に入力されている最初の情報アイテムを表示層の外へスクロールし、アカウントと同じ
ラベルを有する別の情報アイテムを表示層内でスクロールするステップと；を含む。
【００８９】
　最初にマーキングされた情報アイテムが現れると、階層表示がトリガされる。新たにロ
ードされた表示層に多くの情報アイテムが表示されている場合には、この表示層における
情報アイテム上でスクロール閲覧（ｓｃｒｏｌｌｉｎｇ　ｂｒｏｗｓｉｎｇ）を実行する
。
【００９０】
　実施において、動的リストを表示する方法は、更に：サーバによりアカウントに付加さ
れたラベルを受信するステップ；又は、ユーザによりアカウントにローカルにて付加され
たラベルを受信するステップ；を含むことができる。ユーザアカウントのラベルは、サー
バにより付加でき、又は、ユーザにより付加できる。
【００９１】
　実施において、ステップＳ２０は、更に：ローカルにログインする第１のアカウントに
フォローされた第２のアカウントが投稿した情報アイテムと、コンテンツ又は情報アイテ
ムの属性に基づいてサーバにより情報アイテムへ付加されたラベルとを取得するステップ
を含む。情報アイテムのラベルは、コンテンツ又は情報アイテムの属性情報に基づいてサ
ーバにより付加される。
【００９２】
　別の実施では、動的リストを表示する方法を更に提供する。図９に示すように、この方
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法は以下のステップを含む。
【００９３】
　Ｓ２０：第２のアカウントにより投稿された情報アイテムと、アカウントにフォローさ
れた情報アイテムラベルとを取得する。
【００９４】
　Ｓ２１：情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合する。
【００９５】
　Ｓ２２２：動的リスト内の情報として、第１のアカウントと同じラベルを有する情報ア
イテムを表示する。
【００９６】
　この実施では、動的リスト内の情報アイテムが、照合された同じラベルを用いてスクリ
ーニングされ、ユーザアカウントに関連するコンテンツが表示されることで、ユーザが好
みのコンテンツをより迅速に閲覧できるようになる。
【００９７】
　本願の以下の実施の装置は、本願の先の実施の方法を実行するために用いられる。
【００９８】
　図１０に示すように、本願の実施は、動的リストを表示する装置を提供する。この装置
は端末デバイス側に位置しており、又、アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテ
ムと情報アイテムラベルとを取得するように構成された取得モジュール１１０と；情報ア
イテムラベルをアカウントラベルと照合するよう構成された照合モジュール１１１と；ア
カウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実行するよ
う構成された表示モジュール１１２と；を含む。
【００９９】
　実施において、表示モジュール１１２は、情報アイテムとアカウントの同じラベルを動
的リスト内に表示するよう構成された第１の表示サブモジュールを更に含む。
【０１００】
　実施において、表示モジュール１１２は、動的リスト上でスクロール操作の実行が検出
された場合に、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するよう構成
された第２の表示サブモジュールを更に含む。
【０１０１】
　実施において、第２の表示サブモジュールは、画面上での動的リストの連続的なスクロ
ール操作、あるいは動的リストの連続的なドラッグ操作を検出するように構成された検出
ユニットと；アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別表示するように構成さ
れた第１の表示ユニットとを更に含む。
【０１０２】
　実施において、第２の表示サブモジュールは第２の表示ユニットを更に含む。第２の表
示ユニットは、動的リストの表示輝度を制御して、アカウントと同じラベルを有する情報
アイテムの表示輝度が別の情報アイテムの表示輝度よりも高くなるように構成されている
。
【０１０３】
　実施において、第２の表示サブモジュールは第３の表示ユニットを更に含む。第３の表
示ユニットは、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムと動的リストとを階層表示
して、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが動的リストの上層に表示されるよ
う構成されている。
【０１０４】
　実施において、第３の表示ユニットは、アカウントと同じラベルを有する情報アイテム
が画面へスクロールされた場合に、情報アイテムがアカウントと同じラベルを有する第１
の情報アイテムであるかどうかを特定するよう構成された第１の特定サブユニットと；情
報アイテムがアカウントと同じラベルを有する第１の情報アイテムである、と特定された
場合に、動的リストの上層へ別の表示層をロードし、アカウントと同じラベルを有する第
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１の情報アイテムを表示層に表示するよう構成された第１の表示サブユニットと；を更に
含む。
【０１０５】
　実施において、第３の表示ユニットは：アカウントと同じラベルを有する別の情報アイ
テムが画面にスクロールされた場合に、表示層がいっぱいであるかどうかを特定するよう
構成された第２の特定サブユニットと；表示層がいっぱいである場合にはこの表示層にあ
る情報アイテムをスクロールするように制御して、表示層に入力されている最初の情報ア
イテムを表示層の外へスクロールし、アカウントと同じラベルを有する別の情報アイテム
を表示層内へスクロールするように構成された第２の表示サブユニットと；を更に含む。
【０１０６】
　実施において、動的リストを表示する装置は、サーバによりアカウントに付加されたラ
ベルを受信するよう、又は、ユーザによってアカウントにローカルに付加されたラベルを
受信するよう構成された受信モジュールを更に含む。
【０１０７】
　実施において、取得モジュール１１０は取得サブモジュールを更に含む。取得サブモジ
ュールは、ローカルでログインする第１のアカウントにフォローされた第２のアカウント
により投稿された情報アイテムと、コンテンツ又は情報アイテムの属性に基づいてサーバ
により情報アイテムに付加されたラベルとを取得するよう構成されている。
【０１０８】
　実施において、表示モジュール１１２は、アカウントと同じラベルを有する情報アイテ
ムを動的リスト内の情報として表示するよう構成された第３の表示サブモジュールを更に
含む。
【０１０９】
　加えて、本願のこの実施において、先に述べた機能モジュールは、ハードウェアプロセ
ッサを用いて実施できる。
【０１１０】
　本願の実施では、プロセッサと、プロセッサにより実行できる命令（インストラクショ
ン）を格納するように構成されたメモリとを含む端末デバイスが更に提供される。プロセ
ッサにより実行できる命令は：アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと情報
アイテムラベルとを取得すること：情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合するこ
と；及び、アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理
を実行すること；を含む。
【０１１１】
　実施において、アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表
示処理を実行するステップは、情報アイテムとアカウントの同じラベルを動的リスト内に
表示するステップを含む。
【０１１２】
　実施において、アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表
示処理を実行するステップは、動的リスト上でスクロール操作が実行されたことを検出し
た場合に、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するステップを含
む。
【０１１３】
　実施において、動的リスト上でスクロール操作が実行されたことを検出した場合に、ア
カウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するステップは：画面上で、動
的リストを連続的にスクロールする操作、又は動的リストを連続的にドラッグする操作を
検出するステップと；アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するス
テップと；を含む。
【０１１４】
　実施において、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するステッ
プは、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムの表示輝度が別の情報アイテムの表
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示輝度よりも高くなるよう、動的リストの表示輝度を制御するステップを含む。
【０１１５】
　実施において、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示するステッ
プは、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが動的リストの上層に表示されるよ
う、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムと動的リストとを階層表示するステッ
プを含む。
【０１１６】
　実施において、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが動的リストの上層に表
示されるよう、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムと動的リストとを階層表示
するステップは：アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが画面へスクロールされ
た場合に、情報アイテムがアカウントと同じラベルを有する第１の情報アイテムかどうか
を特定するステップと；情報アイテムがアカウントと同じラベルを有する第１の情報アイ
テムである、と特定された場合に、別の表示層を動的リストの上層にロードし、アカウン
トと同じラベルを有する第１の情報アイテムをこの表示層に表示するステップと；を含む
。
【０１１７】
　実施において、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムが動的リストの上層に表
示されるよう、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムと動的リストとを階層表示
するステップは、更に：アカウントと同じラベルを有する別の情報アイテムが画面へスク
ロールされた場合に、表示層がいっぱいであるかどうかを特定するステップと；表示層が
いっぱいである場合にはこの表示層にて情報アイテムをスクロールするように制御して、
表示層に入力されている最初の情報アイテムを表示層の外へスクロールし、アカウントと
同じラベルを有する別の情報アイテムを表示層内にスクロールするステップと；を含む。
【０１１８】
　実施において、プロセッサにより実行できる命令は：サーバによりアカウントへ付加さ
れたラベルを受信すること；又は、ユーザによりアカウントへローカルにて付加されたラ
ベルを受信すること；を含む。
【０１１９】
　実施において、アカウントにフォローされた第２のアカウントによって投稿された情報
アイテムと情報アイテムラベルとを取得するステップは、ローカルにログインする第１の
アカウントにフォローされた第２のアカウントによって投稿された情報アイテムと、情報
アイテムの属性又はコンテンツに基づき、サーバによって情報アイテムに付加されたラベ
ルとを取得するステップを含む。
【０１２０】
　実施において、アカウントと同じラベルを有する照合された情報アイテムに所定の表示
処理を実行するステップは、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを動的リスト
内の情報として表示するステップを含む。
【０１２１】
　図１１は、実施の例に係る、本願の先の実施で提供される端末デバイスを示すブロック
図である。例えば、端末デバイス１２００は、モバイルフォン、コンピュータ、デジタル
配信端末デバイス、メッセージトランシーバデバイス、ゲーム機、タブレットデバイス、
医療デバイス、フィットネスデバイス、携帯情報端末であってよい。
【０１２２】
　端末デバイス１２００は、以下の構成部、すなわち：処理構成部１２０２、メモリ１２
０４、電力構成部１２０６、マルチメディア構成部１０２８、音声構成部１２１０、入出
力（Ｉ／Ｏ）インターフェース１２１２、センサ構成部１２１４、及び通信構成部１２１
６のうち１つ以上を含むことができる。
【０１２３】
　処理構成部１２０２は、通常、端末デバイス１２００の操作、例えば、表示、通話、デ
ータ通信、カメラ操作、録画操作に関する操作を制御する。処理構成部１２０２は、先に
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述べた方法のステップの全て又はいくつかを行う命令を実行するために１つ以上のプロセ
ッサ１２２０を含むことができる。更に、処理構成部１２０２は、処理構成部１２０２が
別の構成部と対話できるよう、１つ以上のモジュールを含むことができる。例えば、処理
構成部１２０２は、マルチメディア構成部１０２８が処理構成部１２０２と対話できるよ
うに、マルチメディアモジュールを含むことができる。
【０１２４】
　メモリ１２０４は、デバイス１２００での操作をサポートするために、様々なタイプの
データを格納するよう構成されている。データの例には、端末デバイス１２００上で操作
される任意のアプリケーションプログラム又は方法のための命令、連絡先データ、電話帳
データ、メッセージ、写真、ビデオ等が含まれる。メモリ１２０４は、任意のタイプの揮
発性若しくは不揮発性の記憶デバイス又はそれらの組み合わせによって実施でき、メモリ
としては、スタティックランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、電気的消去及びプログラ
ム可能な読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、消去可能でプログラム可能な読み出し専
用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、プログラム可能な読み出し専用メモリ（ＰＲＯＭ）、読み出し
専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気メモリ、フラッシュメモリ、ディスク、光学ディスクが挙げ
られる。
【０１２５】
　電力構成部１２０６は、端末デバイス１２００の様々な構成部に電力を提供する。電力
構成部１２０６は、電力管理システム、１つ以上の電源、更に、端末デバイス１２００の
電力の生成、管理、割り当てに関連する別の構成部を含むことができる。
【０１２６】
　マルチメディア構成部１２０８は、端末デバイス１２００とユーザとの間の出力インタ
ーフェースを提供する画面を含む。実施によっては、画面は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ
）とタッチパネル（ＴＰ）とを含むことができる。画面がタッチパネルを含む場合、画面
はタッチ画面として実施され、ユーザからの入力信号を受信するタッチパネルは、タッチ
パネル上でのタッチ、スライド、ジェスチャを感知する１つ以上のタッチセンサを含む。
タッチセンサは、タッチ又はスライド操作の境界を感知するだけでなく、タッチ又はスラ
イド操作に関する持続時間と圧力も感知できる。実施によっては、マルチメディア構成部
１２０８は正面カメラ及び／又は背面カメラを含む。デバイス１２００が撮影モード又は
ビデオモードのような操作モードにある場合に、正面カメラ及び／又は背面カメラは外部
マルチメディアデータを受信できる。正面カメラ又は背面カメラの各々は、固定光学レン
ズ系であってもよい、又は、焦点距離を有する光学ズーム能力を有していてもよい。
【０１２７】
　音声構成部１２１０は、音声信号を出力及び／又は入力するよう構成されている。例え
ば、音声構成部１２１０はマイクロフォン（ＭＩＣ）を含む。端末デバイス１２００が通
話モード、記録モード、音声認識モードのような操作モードにある場合、マイクロフォン
は外部音声信号を受信するよう構成されている。受信した音声信号は更にメモリ１２０４
に格納される、又は、通信構成部１２１６を用いて送信できる。実施によっては、音声構
成部１２１０は、音声信号を出力するよう構成されるスピーカを更に含む。
【０１２８】
　Ｉ／Ｏインターフェース１２１２は、処理構成部１２０２と周辺インターフェースモジ
ュールとの間のインターフェースを提供する。周辺インターフェースモジュールは、キー
ボード、タッピングホイール、ボタン等であってよい。ボタンとして、ホームページボタ
ン、音量ボタン、スタートボタン、ロックボタンが挙げられるが、これらに限定されない
。
【０１２９】
　センサ構成部１２１４は、端末デバイス１２００の各態様の状態を評価するよう構成さ
れる１つ以上のセンサを含む。例えば、センサ構成部１２１４は、デバイス１２００のオ
ン／オフ状態と、構成部の相対位置を検出できる。例えば、構成部は、端末デバイス１２
００の画面とキーパッドである。センサ構成部１２１４は、更に、端末デバイス１２００
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又は端末デバイス１２００の構成部の位置の変化、ユーザのコンテンツの存否、端末デバ
イス１２００の向き又は加速／減速、端末デバイス１２００の温度変化を検出できる。セ
ンサ構成部１２１４は、物理的な接触がない場合に、近くの物体の存在を検出するように
構成された近接センサを含むことができる。センサ構成部１２１４は、画像化用途で用い
られるＣＭＯＳ又はＣＣＤ画像センサのような光学センサを更に含むことができる。実施
によっては、センサ構成部１２１４は、加速度センサ、ジャイロセンサ、磁気センサ、圧
力センサ、温度センサを更に含むことができる。
【０１３０】
　通信構成部１２１６は、端末デバイス１２００と別のデバイスとの間の有線又は無線方
式での通信を容易にするよう構成されている。端末デバイス１２００は、ＷｉＦｉ（登録
商標）、２Ｇ、３Ｇ、又はこれらの組み合わせ等の通信規格に基づいて無線ネットワーク
にアクセスできる。実施の例では、通信構成部１２１６が、配信チャネルを用いて外部配
信管理システムから配信信号又は配信関連の情報を受信する。実施の例では、近距離通信
を容易にするよう、通信構成部１２１６は近距離無線通信（ＮＦＣ）モジュールを更に含
む。例えば、ＮＦＣモジュールは、無線周波識別（ＲＦＩＤ）技術、赤外線データ協会（
ＩｒＤＡ）技術、超広帯域（ＵＷＢ）技術、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（ＢＴ）技
術、及びその他の技術を用いて実施できる。
【０１３１】
　実施の例において、端末デバイス１２００は、１つ以上の、特定用途集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プ
ログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、又はその他の電子素
子によって実施され、先に述べた動的リストを表示する方法を実行できる。
【０１３２】
　実施の例は、命令を含む非一時的コンピュータ読み出し可能記憶媒体、例えば、命令を
含むメモリ１２０４を更に提供し、命令は、先に述べた方法を行うために、端末デバイス
１２００のプロセッサ１２２０によって実行できる。例えば、非一時的コンピュータ読み
出し可能記憶媒体は、ＲＯＭ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気
テープ、フロッピーディスク、光学データ記憶デバイスであってよい。
【０１３３】
　非一時的コンピュータ読み出し可能記憶媒体が提供される。記憶媒体内の命令が端末デ
バイス１２００のプロセッサにより実行される場合、端末デバイス１２００は先に述べた
動的リストを表示する方法を実行できる。
【０１３４】
　本願の先の実施で提供される端末デバイスに基づいて、本願の実施はモバイルデバイス
を更に提供する。図１２に示すように、モバイルデバイスはプロセッサ１３０と通信構成
部１３２とを含む。
【０１３５】
　プロセッサ１３０は通信構成部１３２に接続している。通信構成部１３２は、アカウン
トに対応する動的リスト内の情報アイテム及び情報アイテムラベルを取得する。プロセッ
サ１３０は情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、アカウントと同じラベルを
有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実行する。
【０１３６】
　情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、プロセッサ１３０が、情報
アイテムとアカウントの同じラベルを動的リスト内に表示する。
【０１３７】
　実施において、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、プロセッサ
１３０が、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを動的リスト内の情報として表
示する。
【０１３８】
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　別の実施では、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、動的リスト
上でスクロール操作を実行する命令を検出すると、プロセッサ１３０はアカウントと同じ
ラベルを有する情報アイテムを個別に表示する。
【０１３９】
　本願の実施は、コンピュータデバイスを更に提供する。図１３に示すように、コンピュ
ータデバイスはプロセッサ１４０とネットワークアダプタ１４２とを含む。プロセッサ１
４０はネットワークアダプタ１４２に接続している。ネットワークアダプタ１４２は、ア
カウントに対応するアカウントの動的リスト内の情報アイテムと情報アイテムラベルとを
取得する。プロセッサ１４０は、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合し、ア
カウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実行する。
【０１４０】
　実施において、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、プロセッサ
１４０は、情報アイテムとアカウントの同じラベルを動的リストに表示する。
【０１４１】
　実施において、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後、プロセッサ１
４０が、動的リスト内の情報として、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムを表
示する。
【０１４２】
　別の実施では、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、動的リスト
上でスクロール操作を実行するための命令を検出すると、プロセッサ１４０がアカウント
と同じラベルを有する情報アイテムを個別に表示する。
【０１４３】
　本願の実施は、交通手段（輸送手段）にて用いられる端末デバイスを更に提供する。図
１４に示すように、端末デバイスは、組み込み型プロセッサ１５０と組み込み型通信装置
１５２とを含む。
【０１４４】
　実際のアプリケーション（適用）では、端末デバイスは、交通手段の中央処理システム
に統合でき、車載デバイス、納車後の交通手段に付加される制御デバイス等を含むが、そ
れらに限定されない。端末デバイスは、組み込み型プロセッサ１５０及び組み込み型通信
装置１５２に加えて、他のデバイスを含むことができる。
【０１４５】
　端末デバイスがインストールされる交通手段のタイプに応じて、組み込み型プロセッサ
１５０は、様々な、特定用途集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、制御部、マイクロコントローラ、マ
イクロプロセッサ、又は他の電子素子によって実施されることができ、先に述べた動的リ
ストを表示する方法の全て又は一部を実行するよう構成されている。組み込み型プロセッ
サ１５０は、通信手段内の有線又は無線接続を用いて、組み込み型通信装置１５２に接続
している。先に述べた動的リストを表示する方法のステップの全て又はいくつかから成る
解決策に基づいて、組み込み型プロセッサ１５０は動的リストを表示するために交通手段
内で用いられる端末デバイスを制御する。
【０１４６】
　端末デバイスがインストールされた交通手段のタイプに応じて、組み込み型通信装置１
５２は複数の通信装置を含むことができる。例えば、交通手段が車両の場合には、複数の
通信装置は車載アンテナ、車載ＷｉＦｉ（登録商標）モジュール等を含む。組み込み型通
信装置１５２は、ローカルにログインするアカウントに対応する動的リスト内の情報アイ
テムと情報アイテムラベルとを取得する。
【０１４７】
　組み込み型プロセッサ１５０は、情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、ア
カウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実行する。
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【０１４８】
　端末デバイスがインストールされている交通手段のタイプに応じて、交通手段内で用い
られる端末デバイスは、組み込み型表示装置を更に含むことができる。組み込み型表示装
置は、当業界で使われている様々な表示デバイスであってよい。例えば、タッチ感知機能
を有するタッチ画面であってよい。
【０１４９】
　組み込み型表示装置をタッチ画面として実施する場合、組み込み型プロセッサ１５０が
、動的リストにスクロール操作を実行する信号を検出すると、第１のアカウントと同じラ
ベルを有する情報アイテムを個別に表示する。
【０１５０】
　実施において、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、組み込み型
プロセッサ１５０が、第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムを動的リスト
内の情報として表示する。
【０１５１】
　別の実施では、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、組み込み型
プロセッサ１５０が、情報アイテムとアカウントの同じラベルを動的リストに表示する。
【０１５２】
　図１５は、本願の実施に係るユーザインターフェースシステムを示す概略図である。図
１５に示すように、ユーザインターフェースシステムは処理構成部１６０と入力構成部１
６２とを含み、処理構成部１６０は入力構成部１６２に接続している。
【０１５３】
　入力構成部１６２は、アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテム及び情報アイ
テムラベルを取得するように構成されている。処理構成部１６０は情報アイテムラベルを
アカウントラベルと照合し、アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテム
上で所定の表示処理を実行する。実施において、図２のｂ及びｃに示すように、照合され
た情報アイテムが、動的リスト内の同じラベルでマーキングされる。
【０１５４】
　実施において、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、処理構成部
１６０が、第１のアカウントと同じラベルを有する情報アイテムを、動的リスト内の情報
として表示する。図６のｂ及びｃに示すように、動的リスト内で取得された情報アイテム
がスクリーニングされる。この場合、スクリーニング後に、同じラベルを有する情報アイ
テムが動的リスト内に表示される。
【０１５５】
　別の実施では、情報アイテムのラベルをアカウントラベルと照合した後に、スクロール
操作を実行する命令を検出すると、処理構成部１６０がアカウントと同じラベルを有する
情報アイテムを個別に表示する。情報アイテムを個別に表示する方法は、アカウントと同
じラベルを有する情報アイテムをハイライト表示することであり得る。図３に示すように
、同じラベル１を有する情報アイテムが動的リスト内でハイライト表示される。加えて、
情報アイテムを個別表示する方法は、アカウントと同じラベルを有する情報アイテムと動
的リストを階層表示することであってもよい。図５に示すように、同じラベル１を有する
情報アイテムが、新たにロードされた表示層２１に表示され、新たにロードされた表示層
２１は動的リスト２０よりも上に位置している。
【０１５６】
　当業者は、本願の実施が方法、システム、又はコンピュータプログラム製品として提供
できることを理解するはずである。そのため、本願は、ハードウェアのみの実施、ソフト
ウェアのみの実施、又は、ソフトウェアとハードウェアとの組み合わせによる実施を用い
ることができる。さらに、本願は、コンピュータで使用可能なプログラムコードを含んだ
１台以上のコンピュータで使用可能な記憶媒体（磁気ディスクストレージ、ＣＤ－ＲＯＭ
及び光学メモリを含むがこれに限定されない）上で実施されるコンピュータプログラム製
品を使用できる。
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【０１５７】
　本願は、本願の実施に係る方法、デバイス（システム）、コンピュータプログラム製品
のフローチャート及び／又はブロック図を参照して説明されている。フローチャート及び
／又はブロック図内の各プロセス及び／又は各ブロック、並びにフローチャート及び／又
はブロック図内のプロセス及び／又はブロックの組み合わせを実施するために、コンピュ
ータプログラム命令を使用することができることを理解されたい。これらのコンピュータ
プログラム命令は、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、組み込みプロセッサ、又はあ
らゆるその他のプログラムマブルデータ処理デバイスに、マシンを生成するために提供さ
れることができ、これにより、コンピュータ、又は、あらゆるその他のプログラムマブル
データ処理デバイスのプロセッサが、フローチャートの１つ以上の工程における、及び／
又は、ブロック図の１つ以上のブロックにおける、特定の機能を実施するデバイス（装置
）を生成できるようになる。
【０１５８】
　これらのコンピュータプログラム命令を、コンピュータ又はあらゆるその他のプログラ
マブルデータ処理デバイスに特定の方法で機能するように命令することができるコンピュ
ータ読取可能なメモリに記憶して、これらのコンピュータ読取可能なメモリに記憶された
命令が、命令デバイスを含む加工品を作り出すようにすることができる。この命令デバイ
スは、フローチャート内の１つ以上の工程における、及び／又はブロック図内の１つ以上
のブロックにおける特定の機能を実施する。
【０１５９】
　これらのコンピュータプログラム命令をコンピュータ又はその他のプログラマブルデー
タ処理デバイスにロードして、コンピュータ又はその他のプログラムマブルデバイス上で
一連の操作及びステップが実行されるようにし、コンピュータで実施される処理を生成す
ることができる。これにより、コンピュータ又はその他のプログラムマブルデバイス上で
実行される命令が、フローチャート内の１つ以上のステップ及び／又はブロック図内の１
つ以上のブロックにおける特定の機能を実施するデバイスを提供することを可能とする。
【０１６０】
　典型的な構成では、計算デバイスは１つ以上のプロセッサ（ＣＰＵ）、入出力インター
フェース、ネットワークインターフェース、及びメモリを含む。
【０１６１】
　メモリは、揮発性のストレージ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、不揮発性メモリ
、及び／又はリードオンリーメモリ（ＲＯＭ）やフラッシュメモリのようなコンピュータ
読取可能な他の形式のメモリを含んでよい。メモリはコンピュータ読取可能な媒体の一例
である。
【０１６２】
　コンピュータ読取可能な媒体には、任意の方法又は技術を用いて情報を記憶できる、永
続的、非永続的、移動可能な、移動不能な媒体が含まれる。この情報はコンピュータ読取
可能な命令、データ構造、プログラムモジュール、又はその他のデータであってよい。コ
ンピュータの記憶媒体として、計算デバイスによってアクセスできる情報を記憶するため
に用いることが可能な、相変化ランダムアクセスメモリ（ＰＲＡＭ）、スタティックラン
ダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、
別タイプのランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ、電気的に消去可
能でプログラム可能なＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ、又は別のメモリ技術
、コンパクトディスクリードオンリーメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、デジタル多用途ディスク
（ＤＶＤ）、別の光学記憶装置、カセット、磁気カセットディスク記憶装置、又は別の磁
気記憶デバイス、若しくはその他任意の非一時的媒体がある。このコンピュータの記憶媒
体はこれらに限定されない。本願の定義に基づき、コンピュータ読取可能な媒体は、変調
されたデータ信号及び搬送波のような一時的な媒体を含まない。
【０１６３】
　さらに、用語「含む」、「含有する」、又はこれらのその他任意の応用形は、非限定的
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な包含を網羅するものであるため、一連の要素を含んだ工程、方法、物品、デバイスはこ
れらの要素を含むだけでなく、ここで明確に挙げていないその他の要素をも含む、あるい
は、このような工程、方法、物品、デバイスに固有の要素をさらに含むことができる点に
留意することが重要である。「（一の）～を含む」との用語を付けて示された要素は、そ
れ以上の制約がなければ、その要素を含んだ工程、方法、物品、デバイス内に別の同一の
要素をさらに含むことを排除しない。
【０１６４】
　当業者は、本願の実施が方法、システム、コンピュータプログラム製品として提供され
得ることを理解するはずである。そのため、本願は、ハードウェアのみの実施の形式、ソ
フトウェアのみの実施の形式、又は、ソフトウェアとハードウェアの組み合わせによる実
施の形式を用いることができる。さらに、本願は、コンピュータで用いることができるプ
ログラムコードを含んだ、１つ以上のコンピュータで使用可能な記憶媒体（磁気ディスク
ストレージ、ＣＤ－ＲＯＭ、光学ディスク等を非限定的に含む）上で実施されるコンピュ
ータプログラム製品の形態を用いることが可能である。
【０１６５】
　上述のものは本願の一実施の形態に過ぎず、本願を限定するものではない。当業者にと
って、本願は様々な修正及び変更を加えることができる。本願の主旨及び原理から逸脱す
ることなく為されるあらゆる修正、均等物による代替、改善は、本願の特許請求の範囲に
含まれるものである。
　以下、本発明の実施の態様の例を列挙する。
［第１の局面］
　動的リストを表示する方法であって：
　アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテムラベルとを取得す
るステップと；
　前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合するステップと；
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実
行するステップと；を備える、
　動的リストを表示する方法。
［第２の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実
行する前記ステップは：
　前記動的リスト内の前記アカウントと前記情報アイテムの前記同じラベルを表示するス
テップを備える、
　第１の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第３の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実
行する前記ステップは：
　前記動的リストに対してなされたスクロール操作が検出されると、前記アカウントと前
記同じラベルを有する前記情報アイテムを、個別に表示するステップを備える、
　第１の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第４の局面］
　前記動的リストに対してなされたスクロール操作が検出されると、前記アカウントと前
記同じラベルを有する前記情報アイテムを、個別に表示する前記ステップは：
　画面上で前記動的リストを連続的にスクロールする操作、又は、画面上で前記動的リス
トを連続的にドラッグする操作を検出するステップと；
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを個別に表示するステップと；
を備える、
　第３の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第５の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを個別に表示する前記ステップ
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は：
　前記動的リストの表示輝度を制御することで、前記アカウントと同じラベルを有する前
記情報アイテムの表示輝度を別の情報アイテムの表示輝度よりも高くするステップを備え
る、
　第３の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第６の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを個別に表示する前記ステップ
は：
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムが前記動的リストの上層に表示
されるよう、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムと前記動的リストと
を階層表示するステップを備える、
　第３の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第７の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムが前記動的リストの上層に表示
されるよう、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムと前記動的リストと
を階層表示する前記ステップは：
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムが画面へスクロールされると、
前記情報アイテムが前記アカウントと同じラベルを有する第１の情報アイテムであるかど
うかを特定するステップと；
　前記動的リストの前記上層に別の表示層をロードし、前記情報アイテムが前記アカウン
トと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムである、と特定された場合に、前記アカ
ウントと同じラベルを有する前記第１情報アイテムを前記表示層に表示するステップと；
を備える、
　第６の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第８の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムが前記動的リストの上層に表示
されるよう、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムと前記動的リストと
を階層表示する前記ステップは：
　前記アカウントと同じラベルを有する別の情報アイテムが前記画面にスクロールされた
場合に、前記表示層がいっぱいであるかどうかを特定するステップと；
　前記表示層がいっぱいである場合には前記表示層にて情報アイテムをスクロールするよ
うに制御して、前記表示層に入力されている最初の情報アイテムを前記表示層の外へスク
ロールし、前記アカウントと同じラベルを有する前記別のアイテムを前記表示層内へスク
ロールするステップと；を更に備える、
　第７の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第９の局面］
　サーバにより前記アカウントに付加されたラベルを受信するステップと；
　前記ユーザにより前記アカウントへローカルに付加されたラベルを受信するステップと
；を更に備える、
　第１の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第１０の局面］
　アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテムラベルとを取得す
る前記ステップは：
　ローカルにログインする第１のアカウントにフォローされた第２のアカウントによって
投稿された情報アイテムと、コンテンツ又は前記情報アイテムの属性に基づいてサーバに
より前記情報アイテムに付加されたラベルとを取得するステップを備える、
　第１の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第１１の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに所定の表示処理を実
行する前記ステップは：
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　前記動的リスト内の情報として、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテ
ムを表示するステップを備える、
　第１の局面に記載の動的リストを表示する方法。
［第１２の局面］
　プロセッサと、前記プロセッサにより実行され得る命令を格納するよう構成されたメモ
リとを備える端末デバイスであって：
　前記プロセッサにより実行され得る前記命令は：
　アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテムラベルとを取得す
る命令と；
　前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合する命令と；
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処
理を実行する命令と；を備える、
　端末デバイス。
［第１３の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処
理を実行する前記命令は：
　前記動的リスト内の前記アカウントと前記情報アイテムの前記同じラベルを表示する命
令を備える、
　第１２の局面に記載の端末デバイス。
［第１４の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処
理を実行する前記命令は：
　前記動的リストに対して成されたスクロール操作が検出されると、前記アカウントと同
じラベルを有する前記情報アイテムを個別に表示する命令を備える、
　第１２の局面に記載の端末デバイス。
［第１５の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを個別に表示する前記命令は：
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを前記動的リストの上層に表示
するよう、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムと前記動的リストとを
階層表示する命令を備える、
　第１４の局面に記載の端末デバイス。
［第１６の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを前記動的リストの上層に表示
するよう、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムと前記動的リストとを
階層表示する前記命令は：
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムが画面へスクロールされた場合
に、前記情報アイテムが、前記アカウントと同じラベルを有する第１の情報アイテムであ
るかどうかを特定する命令と；
　前記情報アイテムが前記アカウントと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムであ
る、と特定された場合に、前記動的リストの前記上層に別の表示層をロードし、前記アカ
ウントと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムを、前記表示層に表示する命令と；
を備える、
　第１５の局面に記載の端末デバイス。
［第１７の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを前記動的リストの上層に表示
するよう、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムと前記動的リストとを
階層表示する前記命令は：
　前記アカウントと同じラベルを有する別の情報アイテムが前記画面へスクロールされた
場合に、前記表示層がいっぱいであるかどうかを特定する命令と；
　前記表示層がいっぱいである場合に前記表示層にて情報アイテムを制御して、前記表示
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層に入力されている最初の情報アイテムを前記表示層の外へスクロールし、前記アカウン
トと同じラベルを有する前記別の情報アイテムを前記表示層内にスクロールする命令と；
を更に備える、
　第１６の局面に記載の端末デバイス。
［第１８の局面］
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処
理を実行する命令は；
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを、前記動的リスト内の情報と
して表示する命令を備える、
　第１２の局面に記載の端末デバイス。
［第１９の局面］
　プロセッサと通信構成部とを備えるモバイルデバイスであって：
　前記プロセッサは前記通信構成部に接続しており；
　前記通信構成部は、アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと情報アイテム
ラベルとを取得するよう構成され；
　前記プロセッサは、前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、前記アカウ
ントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処理をするよう
に構成される、
　モバイルデバイス。
［第２０の局面］
　プロセッサとネットワークアダプタとを備えるコンピュータデバイスであって：
　前記プロセッサは前記ネットワークアダプタに接続しており；
　前記ネットワークアダプタは、ローカルにログインするアカウントに対応する動的リス
ト内の情報アイテムと、情報アイテムラベルとを取得するよう構成され；
　前記プロセッサは、前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、前記アカウ
ントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処理をするよう
に構成される、
　コンピュータデバイス。
［第２１の局面］
　交通手段において用いられる端末デバイスであって、
　組み込み型プロセッサと組み込み型通信装置を備え、
　前記組み込み型プロセッサは、前記組み込み型通信装置に接続しており；
　前記組み込み型通信装置は、アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと情報
アイテムラベルとを取得するように構成され；
　前記組み込み型プロセッサは、情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、前記
アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処理をす
るよう構成される、
　端末デバイス。
［第２２の局面］
　処理構成部と入力構成部とを備えるユーザインターフェースシステムであって：
　前記処理構成部は前記入力構成部に接続しており；
　前記入力構成部は、アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと、情報アイテ
ムラベルとを取得するように構成され；
　前記処理構成部は、情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合し、前記アカウント
と同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処理をするように構
成される、
　ユーザインターフェースシステム。
［第２３の局面］
　動的リストを表示する装置であって：
　アカウントに対応する動的リスト内の情報アイテムと情報アイテムラベルとを取得する
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ように構成された取得モジュールと；
　前記情報アイテムラベルをアカウントラベルと照合するよう構成された照合モジュール
と；
　前記アカウントと同じラベルを有する、照合された情報アイテムに対して所定の表示処
理をするように構成された表示モジュールと；を備える、
　動的リストを表示する装置。
［第２４の局面］
　前記表示モジュールは：
　前記情報アイテムと前記アカウントの前記同じラベルを表示するように構成された第１
の表示サブモジュールを備える、
　第２３の局面に記載の動的リストを表示する装置。
［第２５の局面］
　前記表示モジュールは：
　前記動的リストに対してなされたスクロール操作が検出された場合に、前記アカウント
と同じラベルを有する前記情報アイテムを個別に表示するよう構成された第２の表示サブ
モジュールを備える、
　第２３の局面に記載の動的リストを表示する装置。
［第２６の局面］
　前記第２の表示サブモジュールは：
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムが前記動的リストの上層に表示
されるように、前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムと前記動的リスト
とを階層表示するよう構成された、第３の表示ユニットを備える、
　第２５の局面に記載の動的リストを表示する装置。
［第２７の局面］
　前記第３の表示ユニットは：
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムが画面へスクロールされた場合
に、前記情報アイテムが前記アカウントと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムで
あるかどうかを特定するように構成された第１の特定サブユニットと；
　前記情報アイテムが前記アカウントと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムであ
る、と特定された場合、前記動的リストの前記上層に別の表示層をロードし、前記アカウ
ントと同じラベルを有する前記第１の情報アイテムを表示するように構成された第１の表
示サブユニットと；を備える、
　第２６の局面に記載の動的リストを表示する装置。
［第２８の局面］
　前記第３の表示ユニットは：
　前記アカウントと同じラベルを有する別の情報アイテムが前記画面へスクロールされた
場合に、前記表示層がいっぱいであるかどうかを特定するように構成された第２の特定サ
ブユニットと；
　前記表示層がいっぱいである場合に表示層にて情報アイテムをスクロールするように制
御して、前記表示層に入力されている最初の情報アイテムを前記表示層の外へスクロール
し、前記アカウントと同じラベルを有する前記別の情報アイテムを表示層内にスクロール
するよう構成された第２の表示サブユニットと；を更に備える、
　第２７の局面に記載の動的リストを表示する装置。
［第２９の局面］
　前記表示モジュールは：
　前記アカウントと同じラベルを有する前記情報アイテムを、前記動的リスト内の情報と
して表示するよう構成された第３の表示サブモジュールを備える、
　第２３の局面に記載の動的リストを表示する装置。
 
【符号の説明】
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【０１６６】
１１、１２００　端末デバイス
１２　サーバ
２０　元の動的リスト
２１　（新たにロードされた）表示層
１１０　取得モジュール
１１１　照合モジュール
１１２　表示モジュール
１３０、１４０、１２２０　プロセッサ
１３２、１２１６　通信構成部
１４２　ネットワークアダプタ
１５０　組み込み型プロセッサ
１５２　組み込み型通信装置
１６０、１２０２　処理構成部
１６２　入力構成部
１２０４　メモリ
１２０６　電力構成部
１２０８　マルチメディア構成部
１２１０　音声構成部
１２１２　入出力インターフェース
１２１４　センサ構成部
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【図３】
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【図１１】
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